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観察した結果として中の円の項目がある。中の円の内容は「社会を刺激する要素」で挙げた結果である。 
中の項目が起こりえる材料等々がある。外の円に材料等々を７つ挙げた。 

 外円項目の検討結果は、推定と明瞭なものに分類される。
推定されたものは、回を重ねていくと、分散と絞り込みが繰
り返され、明瞭なものに変化していく。 
 推定を推定としてはならず、推定した理由がどこかにあっ
たはずである。回数を繰り返すと、推定理由に気付く時がき
て、新たに推定したとき、修正が可能になる。 

存在する物を視る 

現象を視る 

概念・思想を視る 人々の行動を視る 

背景を視る 

前提を視る 

必然を視る 限度を視る 

条件を視る 

意図を視る 継続性を視る 

起こりえた直接の要因で
ある。一定以上の要因、
条件がなければ起こりえ
ない。条件が不足していて
起こったとしても、消える
可能性がある。条件をで
きるだけすべて列記する。 

現象、行動が起こるには、
定義、決まり事、習慣性、
等々がある。これらが前提
である。前提が変わると行
動や思考の方向が変わる。 

２つの必然がある。起こり
えた必然である。もう一つ、
起こった後に何が起こりえ
るかである。必然性がな
い場合もある。必然がな
いとするならば、その理由
を確認する。 

間接的な条件、環境である。現象、
行動は条件だけでは起こりえない。
取り巻く環境がある。現象等が行
こうとした方向、目的がある。取り
出せるもの、推測できるものを含
めて取り出す。 

起こった現象が、また起こるの
か。継続して起こり続けるのか。
一度なのかを検討してみる。
外円の他の項目と組み合わ
せて検討する。 

意図と言えるものがあるか分
からない。意図らしきものが
潜んでいる場合がある。その
意図を取り上げてみる。 

物事には必ず限度がある。
誰かの意志によるのではな
く、人々の集合に表れる社
会の意志によって、限度が
できる。終点がある。 

 社会変化を数で追うのは、客観性に満ちている。数の範囲
を間違っていたとしても、事実としてとらえられる。しかし、一
つ問題がある。確かな数はすべて過去の結果でしかない。 
 意味を追う。意味を追うとその後に数が続いてくる。意味が
数の範囲を示していく。 
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